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　楽しみながら参加して、健康と豪華プレゼントを手に入れま
しょう。

  ・温泉ゆったり賞　草津温泉宿泊券(20,000円分)…１名
  ・快 適 睡 眠 賞　布団クリーナー……………………2名
  ・効果的な歯磨き賞　電動歯ブラシ ……………………10名
  ・毎日健康チェック賞　活動量計 …………………………10名
  ・お な か 満 足 賞　白河市・桑名市・上野村特産品
 　　　　　　　　　　　　　　　　　詰め合わせ……各３名
  ・行田でお買い物賞　市内共通商品券(1,000円分) …50名

健康づくりチャレンジポイント事業とは
　各種健(検)診の受診、市や地域で実施している健康づくり関連
事業へ参加するなど、市民の皆さんが自主的に健康づくりに取り
組んでいただくための事業です。健康づくりの推進と健(検)診の
受診を普及啓発することを目的として実施しています。

▶参加方法
１ 健幸宣言(健康目標)を立てましょう（必須項目）

※健幸宣言とは ｢毎日10,000歩以上歩く｣、｢毎朝ラジオ体操
をする｣、｢いつまでに○㎏減量する｣ など、ご自身の生活や
体調に合った目標を設定し、取り組みましょう。

２ いずれかの健康診断を受診しましょう（必須項目）
・特定健診
・後期高齢者健診
・人間ドック
・ヤング健診
・職場健診

３ 次の４項目のうち２つ以上に取り組みましょう（選択項目）
・各種がん検診を１つ以上受診しましょう(胃がん、肺がん、

大腸がん、乳がん、子宮がん、前立腺がん)。
・歯科検診を受診しましょう。
・骨密度検診を受診しましょう。
・健康づくり事業へ参加しましょう(講演会・イベント・健康

教室など）。
※健康づくり事業とは、市や各公民館などが実施する健康に関

する講座などです。ご自身にとって、健康の維持や向上に役
立ったと思われる事業やイベントであれば何でも構いません。

※健(検)診受診期間は平成27年2月1日～平成28年1月31
日です。

４ 専用はがきを切り取って応募しましょう
　市内の公共施設で配布しているパンフレットの専用はがきを
切り取り、必要事項を記入の上、市役所(総合案内窓口)、保健
センター健康づくり支援担当(市役所２階)、保健センター、各
公民館、市内各公共施設に設置している応募箱に投

とうかん
函または郵

送で応募してください。
※応募できるのは、市内在住の満20歳以上の方です。
※1人1回のみの応募に限ります。
※郵送で応募する場合は、専用はがきに52円切手を貼ってく

ださい。

　プレゼントの当選者は抽選で決定します
　▶日時　平成28年2月9日㈫午前10時(公開抽選)
　▶場所　市役所305会議室
　※発表は賞品の発送をもって代えさえていただきます。

▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当(市役所内・内線378)

健康づくりチャレンジポイント事業に参加しよう
　市では、医療機関で禁煙外来治療を受ける方を対象に、
その掛かった費用の一部を助成しています。

▶禁煙外来治療とは　健康保険などを使った禁煙外来治
療では、一般的に3カ月間で5回程度の診察を受けます。
診察では、禁煙補助薬の処方を受ける他、呼気の検査
が行われたり、禁煙状況に応じて医師のアドバイスを
受けたりすることができます。

　※費用は、総額で平均20,000円程度です。
▶対象　次の要件を全て満たしている方

・医療機関による禁煙外来治療を希望する満20歳以上
の市民

・禁煙外来治療の受診が初回受診であること
・市税および国民健康保険税の滞納がないこと

▶助成内容

　※予算の範囲内での補助となります。
▶禁煙外来治療を実施している市内医療機関 (50音順)

▶申請方法　医療機関を受診する前に、保健センター健
康づくり支援担当(市役所2階)へ申請書を提出してく
ださい。

▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当(市役所
内・内線378)

あなたの禁煙チャレンジを応援します

診療形態 助成対象経費 助成率 上限額

保険治療
医療費および

薬剤費に関する
本人負担額

10分の10 10,000円

保険外治療 薬剤費 2分の1 10,000円

医療機関名 住所 電話番号

池畑クリニック 宮本16―1 556―2295

行田中央総合病院 富士見町2―17―17 553―2000

松原医院 長野1―31―10 553―6700

南川げんきクリニック 小見1400―1 554―8835

吉田記念山本クリニック 埼玉4719 558―3507

　本市と「健康づくりにおける相互応援」や「湯ったりあっ
たか元気倍増事業」に関して、協定を締結している群馬
県上野村では、このたび、観光などに利用できる｢上野村
プレミアム商品券｣を特別に市民の皆さんに販売すること
になりました。1セット10,000円で、14,000円分を村
内の宿泊施設や商店などで利用できます。
　上野村は、村の95パーセント以上が森林という大自然
の「癒しの力」に満ちた村です。また、関東一の清流｢神流
川｣が流れ、関東最大級の鍾乳洞｢不二洞｣もあり見どころ
が満載です。これを機に、心と体が癒やされ、豊かな自
然に出会える上野村に出掛けてみませんか。

▶受付開始日　5月10日㈰
▶販 売 数　限定70セット※1世帯2セットまで
▶有効期間　6月1日㈪～ 12月31日㈭
▶そ の 他　販売場所など詳しい情報は上野村産業情報

センターに問い合わせください。
▶問い合わせ　同センター☎0274―20―7070

～上野村への旅行に～ お得な商品券を販売します

環境調査結果をお知らせします
　市では、毎年河川の水質・底質、大気および土壌中
のダイオキシン類に関する調査を実施しています。平
成26年度の結果は次のとおりです。

１　河川の水質(年平均値)
【調査日】 平成26年5月14日、8月20日、11月17日、
平成27年2月17日

【結　果】長野落のBODは環境基準値を超えてい
ましたが、それ以外は環境基準値を下回りました。

・pH(水素イオン濃度指数)：酸性かアルカリ性か
の指標、7が中性

・BOD(生物化学的酸素要求量)：有機物汚濁の指標
・SS(浮遊物質)：水中に漂っている固形物質の量
※測定は年４回、各河川の上流・中流・下流で行っており、

上記の結果は各河川の年間平均値です。なお、測定結
果の詳細は市ホームページで公表しています。

２　河川の底質
【調査日】平成27年1月27日
【結　果】底質を除去しなければならない基準である｢底
質の暫定除去基準｣を下回り、良好な結果となりました。

３　大気中のダイオキシン類
【調査日】［夏季］平成26年8月19日～ 26日
　　　 　［冬季］平成26年12月5日～ 12日

【結　果】環境基準値を下回り、良好な結果でした。

４　土壌中のダイオキシン類
【調査日】平成26年8月19日
【結　果】環境基準を下回り、良好な結果となりました。

市では、河川の汚染防止対策として合併処理浄化槽の設
置や適正使用の推進をしています。また、ダイオキシン
防止対策として野焼きに対する指導を行っています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

測定地点 pH BOD
（㎎ /ℓ）

SS
（㎎ /ℓ）

新忍川 7.7 3.0 13
長野落 7.7 13.1 17

北河原用水 7.5 3.1 12
左幹線用水路 8.4 3.2 10
酒巻導水路 8.0 2.8 12
環境基準値 6.5～8.5 5以下 50以下

測定地点 総水銀
(mg/kg(dry))

ポリ塩化ビフェニル
(mg/kg(dry))

長野落
上流 0.24 0.01以下
中流 0.11 0.01以下

北河原用水
上流 0.12 0.01以下
中流 0.03 0.01以下

底質の暫定除去基準 25以下 10以下

調査地点 ダイオキシン類濃度(年平均値)（pg-TEQ/㎥）
行田市役所 0.031
南河原支所 0.053

地域文化センター 0.038
環境基準値 0.6以下

調査地点 ダイオキシン類濃度（pg-TEQ/g）
太子公園 2.0

教育研修センター下忍分室 1.1
地域文化センター 0.78

環境基準値 1,000以下

合併処理浄化槽設置補助金を交付します
　市では、河川の水質向上のため、し尿の他に台所や洗濯、風呂な
どの生活雑排水を合わせて処理する家庭用の合併処理浄化槽の転換
設置に対して補助金を交付しています。

▶受付開始日　5月1日㈮
▶対　　象

・単独処理浄化槽またはくみ取り便槽から転換して合併処理浄化槽を設
置する方

・行田市生活排水処理基本計画における浄化槽整備区域において、｢埼玉県
の重点転換地区提案事業｣の事業実施区域として承認を受けた地区に転
換設置する方

・主に住居を目的とした住宅(小規模小売店などを併設した住宅を含む。ただ
し、居住部分の床面積が全体の床面積の2分の1以上)に転換設置する方

・住宅を借りている場合、賃貸人から合併処理浄化槽の転換設置の承諾を
得ている方

・補助金申請時に設置工事に着手していない方

▶補助金額　　　　　　　　　　  　　　※平成27年度までの予定

▶そ の 他
・新築、増築などの建築確認申請を伴う場合は、補助の対象になりません。
・工事着工日は、補助金交付決定日後になりますのでご注意ください。職

員が未着工の現場確認を行いますので、交付決定日前の工事着工はし
ないでください。

・予算の範囲内の補助となりますので、年度途中で終了する場合があります。
・きれいな河川をよみがえらせるため、保守点検や清掃の他に法律で定め

られている法定検査（7条・11条）を受けてください。
▶申し込み・問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

　区　　分 交付金額(上限)

転　　換
5人槽 352,000円
7人槽 444,000円
10人槽 588,000円

処 分 費
既存単独処理浄化槽  90,000円
既存くみ取り便槽  60,000円

配　管　費 200,000円

　エコライフＤＡＹとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送り、簡単
なチェックシートで温室効果ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフス
タイルを見直すきっかけをつくる取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、12月8日から12日の期
間内の一日について実施しました。また、エコライフＤＡＹ実施の募集をしたとこ
ろ、5団体(二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、持田西自治会、ものつくり大学、
行田市民大学)から応募があり、それぞれ期間を設定し、実施していただきました。
　今回のエコライフＤＡＹにより、削減できた二酸化炭素の量は11,637,460グ
ラムとなりました。これは約4,934リットルのガソリンを燃焼させたときに排出
する二酸化炭素の量と同じです。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

エコライフＤＡＹ２０１４冬の結果をお知らせします

参加区分※1 参加数(人) 二酸化炭素
削減量(g)

一人当たり
の削減量(g)

小学校低学年
（1～3年生）

児童 1,653 1,167,251 706
家族、教職員 3,085 2,120,904 687

小学校高学年
（4～6年生）

児童 1,796 2,027,391 1,129
家族、教職員 2,761 3,062,526 1,109

中学校
生徒 1,775 1,975,814 1,113

家族、教職員 243 264,560 1,089
一般 ※2 630 594,354 934

市役所 職員など 499 424,660 851
合　　計 12,442 11,637,460 935
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